
おおたユニバーサルデザインのまちづくりパートナー設置要綱

平成23年6月17日　23福福発第10395号　区長決定
（改正）令和５年４月１日　４福福発第13923号　福祉部長決定
(設置の目的)

第１条 　区は、誰もが社会参加が可能なまちづくりを実現するため、ユニバーサルデザインのまちづくりに対する意見を組織的かつ継続的に聴取し、施設、公園、道路、サービス等の整備及び改善に資するとともに、区民のユニバーサルデザインのまちづくりに対する理解を深めるため、おおたユニバーサルデザインのまちづくりパートナー（以下「ＵＤパートナー」という。）を設置する。 

（活動内容）

第２条　ＵＤパートナーの活動は、次のとおりとする。

(1)　区が実施するユニバーサルデザインのまちづくりに関するアンケート等の調査に回答すること。
(2)　施設の整備等に関する現地調査及びその他のユニバーサルデザインのまちづくりに関する調査等について、区へ調査結果等を提出すること。
(3)　ユニバーサルデザインのまちづくりの普及及び啓発に関すること。
(4)　区が主催する研修などに出席すること。
(5)　その他、ユニバーサルデザインのまちづくりに関すること。
（活動の範囲）

第３条　前条第２号に規定する調査等を行う活動地域区分は、次の４地域とする。
(1)　大森地域　（大森西、入新井、馬込、池上、新井宿の各特別出張所管内）
(2)　調布地域　（嶺町、田園調布、鵜の木、久が原、雪谷、千束の各特別出張所管内）
(3)　蒲田地域　（六郷、矢口、蒲田西、蒲田東の各特別出張所管内）
(4)　糀谷・羽田地域　（大森東、糀谷、羽田の各特別出張所管内）
（資格）

第４条　ＵＤパートナーは、ユニバーサルデザインのまちづくりに関心を持ち、協力の意思のある者で、次に掲げる要件を満たすものとする。

(1)　大田区に居住する者

(2)　登録募集年度の４月１日現在１８歳以上の者

(3)　大田区の常勤の職員又は大田区議会議員でない者
（募集及び登録）

第５条　ＵＤパートナーの募集は、次の方法によるものとし、別記第１号様式又は別記第２号様式により申込みをする。

（1）　公募
（2）　次に掲げる関係団体からの推薦
ア　障がい者団体
イ　区民活動団体（子育て、福祉、女性、外国人等）
ウ　その他関係する団体
２ 福祉部長は、前項第1号による公募者については、選考の上ＵＤパートナー登録する。
（委嘱）

第６条　区長は、前条の規定によりＵＤパートナー登録した者を委嘱する。

（委嘱期間）

第７条　ＵＤパートナーの委嘱期間は、委嘱の日から翌年度の３月３１日までとする。ただし、更新を妨げない。
２　前項の規定にかかわらず、ＵＤパートナーに欠員が生じた場合、後任として新たに登録した当該ＵＤパートナーの委嘱期間は、前任者の残任期間とする。

（委嘱の取消し）

第８条　ＵＤパートナーが次の各号のいずれかに該当する場合は、第６条に規定する委嘱を取り消すものとする。

(1)　ＵＤパートナーが資格要件を満たさなくなった場合
(2)　ＵＤパートナーが辞退を申し出た場合
(3)　ＵＤパートナーがその活動を遂行できなくなった場合
(4)　前各号のほか区長が取消しの必要があると認めた場合
（守秘義務）

第９条　ＵＤパートナーは、活動中に知り得た個人情報について守秘義務を有する。ＵＤパートナーを退いた後も同様とする。
(区の責務)

第１０条 区は、ＵＤパートナーが実施した調査結果等を関係者に周知するとともに、調査結果等が区政に反映するよう努めなければならない。

２　区は、個人情報を取り扱うにあたっては、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）及び大田区個人情報の保護に関する法律施行条例（令和４年条例第64号）を遵守する。また、本事業において個人情報を取得する利用目的は、次のとおりとする。

(1)　ＵＤパートナーの登録及び活動に関わる諸手続

(2)　アンケート調査及び分析

(3)　ユニバーサルデザインのまちづくりに関わる事業等の案内

(4)　その他本事業に付随する業務

（ＵＤパートナー会議）

第１１条　ＵＤパートナー等で構成する会議を設置し、必要の都度、開催することができる。

２　会議の庶務は、福祉部福祉管理課において処理する。

（委任）

第１２条　この要綱に定めるもののほか、ＵＤパートナーの運営について必要な事項は、福祉部長が定める。
付　則

この要綱は、平成２３年６月１７日から施行する。
この要綱は、令和５年４月１日から施行する。
